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１.はじめに 

越百川第3砂防堰堤は、中央アルプス南部の西斜面を

流れる、木曽川の左支川である伊奈川の支川にあたる越

百川において、施工中の堰堤である。同堰堤は、平成19

年度の「土石流・流木対策設計技術指針及び同解説」改

定において、鋼製透過型砂防堰堤のハイダムが計画可能

となったことにより、「鋼製透過型ハイダム」として計

画された。平成 25 年度より鋼製部全体を 4 期に分けた

段階施工が実施されており（図1）、2018年3月現在、2

期施工範囲まで完成している

1）

。 

施工期間中、同堰堤は度々出水を受けているが、これ

らのうち 2017 年 7 月の出水時には、流木および土砂を

第1期施工の高さ程度まで捕捉し、上下分割の段階施工

の実施による効果を発揮した（写真1）。 

本報は、越百川第 3 砂防堰堤（格子形-2000 C）の段

階施工の概要を紹介するとともに、その効果事例ついて

報告するものである。 

写真1 越百川第3砂防堰堤の段階施工中（第2期施工）に 

おける流木捕捉状況（上流右岸側より） 

２.鋼製透過型砂防堰堤（格子形-2000 C）の段階施工 

「段階施工」は、鋼製透過型砂防堰堤の施工が複数年

に渡る場合に、初年度に非越流部と鋼製部を一定の高さ

まで施工し、次年度以降に残りの部分を「段階的」に施

工する工法である

2）、3）

。段階施工の実施より、施工中に

土石流が発生しても、施工済みの高さの範囲までは土石

流・流木を捕捉できるため、下流の被害を低減すること

が可能となる（図2）。 

格子形-2000 C の柱部材が直立しており、架設が

安全かつ容易であることと、工場製作時の公差を通

常の 1/2 以下を目標とする高い精度により、今回、

ハイダムでも段階工法の実施が可能となった。

図2 段階施工実施の効果イメージ 

３.越百川第3砂防堰堤における段階施工の概要 

越百川第3砂防堰堤の段階施工において、鋼製部につ

いては捕捉機能と施工性の両立の観点から、第１～4 期

施工範囲を図1のように分割して実施している。 

3-1 第 2 期施工範囲の施工における工夫

第 2 期施工の開始にあたっては、既設範囲の起工

測量を実施した。測量結果は、国土交通省の規格内であ

ったが、2期施工範囲の出来形精度をさらに向上すべく、

一部の部材について、工場製作時に部材長を微調整する

対応をとった。これにより、2 期施工範囲については高

い精度で施工することができた。 
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土石流・流木が開口部を通過 

・段階施工実施の場合

施工高さまで土石流・流木を捕捉 

図 1 越百川第 3砂防堰堤の鋼製部の段階施工状況のイメージ図（第 1～4期で完了予定） 
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3-2 第 2 期施工範囲の施工による知見等

今回、鋼製部の有効高さが21.0mに達するハイダムの

施工は全国初である。施工において、その規模に見合っ

た建設機械の必要性や（50t 級ラフテレーンクレーンの

使用等）、綿密な搬入計画の立案が非常に重要であると

いった貴重な知見が得られた。 

４.段階施工中の効果事例（流木・土砂の捕捉） 

鋼製部の第2期施工範囲の完成後、2017年7月26日

には越百川において出水があり、越百川第3砂防堰堤で

流木および土砂が捕捉された。近隣の須原観測所では、

26日の24時間雨量73mm、最大時間雨量25mm（19 時～

20時）が観測されている。 

写真2に出水前の状況を示す。2017年7月26日の出

水前には、左岸側の施工のために流水は右岸側を流れて

おり、堆積は無かったことがわかる。 

次に写真 3～4 に示すように、流木および土砂を捕捉

した際には、鋼製部の捕捉面は第1期施工の高さ程度（約

7m）まで流木で覆われており、上流側に土砂を堆積させ

ていた。このことから、今回の出水では鋼製部において

流木（目視で長さ3～4m、径0.3m程度）が捕捉され、開

口部が閉塞されたことをきっかけに、土砂が堆積してい

ったものと推定される。なお、今回の出水により下流域

での被害は報告されておらず、鋼製部を上下に分割する

形式での段階施工を採用したことの効果が、計画通りに

発揮されたと言える。 

また、2017年8月には、写真5に示すように上流側に

堆積していた流木および土砂を取り除いた。その際、鋼

製部の部材については、鋼管部および継手部ともに目立

った変位や凹み、擦痕は発生していないことを確認して

おり、今後の施工に向けて問題ない状態であった。 

５.まとめ 

段階施工を実施している越百川第3砂防堰堤の鋼製部

の施工は、第2期施工範囲までを無事に完了し、鋼製部

高さは既往の実績を大きく超える 21.0m に到達した。

また、2017 年 7 月には第 1 期施工高さまで流木・土砂

を捕捉し、下流域への流出を防いでおり、段階施工を実

施した効果を発揮した。

今後、第 1～2 期施工で得られた知見を活かしつつ、

第3期以降の施工を滞りなく進め、基幹堰堤として流域

の安全確保に資するものとしたい。
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写真 2 越百川第 3堰堤_流木捕捉前（上流側上空より） 

写真 3 越百川第 3堰堤_流木捕捉時（上流側上空より） 

写真 4 越百川第 3堰堤_流木捕捉時（下流側より） 

写真 5 越百川第 3堰堤_流木除去後（上流側上空より） 

除去した流木 
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